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子
ど
も
手
当
の
申
請
手
続
き
を

忘
れ
ず
に

子
育
て
支
援
課
L
2
2
4
︲
5
8
2
1

　

子
ど
も
手
当
は
、
昨
年
10
月
分
か
ら
支

給
金
額
な
ど
を
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
際

の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
市
か
ら
郵

送
し
た
申
請
書
は
、
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
10
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ

て
申
請
し
た
場
合
の
支
給
は
、
申
請
の
翌

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
出
生
や
転
入
な
ど
で
新
た
に
子

ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、
15
日

以
内
に
申
請
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

提�

出
期
限
…
3
月
30
日
㈮
＝
子
育
て
支
援

課（
本
庁
舎
二
階
）・
出
張
所
窓
口
へ
持

参
、
31
日
㈯
＝
郵
送（
必
着
）

支�

給
方
法
…
申
請
書
類
で
指
定
し
た
金
融

機
関
に
振
り
込
み

市
民
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
税
課
税
制
担
当
L
2
2
4
︲
5
6
3
7

事
業
所
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

事
業
所
税
と
は
、
都
市
環
境
の
整
備
・

改
善
に
充
て
ら
れ
る
目
的
税
で
す
。

　

事
業
所
な
ど
で
事
業
を
行
う
法
人
・
個

人
で
、
市
内
に
あ
る
事
業
所
な
ど
の
床
面

積
が
千
㎡
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
市
内

に
あ
る
事
業
所
の
従
業
者
数
が
百
人
を
超

え
る
場
合
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
床
面
積
が
八
百
㎡
を
超
え
千
㎡

以
下
の
場
合
、
ま
た
は
市
内
に
あ
る
事
業

所
の
従
業
者
数
が
八
十
人
を
超
え
百
人
以

下
の
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申
告

の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

廃
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

4
月
1
日
の
基
準
日
に
登
録
し
て
い
る

軽
自
動
車
や
二
輪
車
な
ど
に
は
、
軽
自
動

車
税
が
か
か
り
ま
す
。
廃
車（
登
録
を
抹

消
）す
る
場
合
は
、
基
準
日
前
ま
で
に
市

民
税
課（
本
庁
舎
二
階
）で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

■�

原
動
機
付
自
転
車（
一
二
五
㏄
以
下
）・

小
型
特
殊
自
動
車

持�

ち
物
…
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
鑑
・

標
識
交
付
証
明
書

　

な
お
、
次
の
車
種
は
各
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

二
輪
の
軽
自
動
車（
一
二
五
㏄
を
超
え

二
五
〇
㏄
以
下
）・
二
輪
の
小
型
自
動

車（
二
五
〇
㏄
を
超
え
る
）＝
関
東
運
輸

局
埼
玉
運
輸
支
局
所
沢
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所（
所
沢
市
牛
沼
六
八
八
‐
一
）

L
0
5
0
‐
5
5
4
0
‐
2
0
2
9

● 

軽
自
動
車（
三
輪
・
四
輪
）＝
軽
自
動
車

検
査
協
会
埼
玉
事
務
所
所
沢
支
所（
三

芳
町
北
永
井
三
六
〇
‐
三
）
L
2
5
8

　

‐
8
0
1
1

国
民
年
金
受
給
者
・
加
入
者
が

亡
く
な
っ
た
ら

市
民
課
国
民
年
金
担
当
L
2
2
4
︲
5
7
6
4

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
亡
く
な

っ
た
場
合

　
「
国
民
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
死
亡
月
ま
で
の

年
金
の
未
支
給
分
は
、
受
給
者
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。「
未
支
給
年
金（
保
険
給
付
）請
求
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
先
は
、
受
け
て
い
た
年
金
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
市
民
課（
本
庁

舎
一
階
）・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
L
0
5
7
0
︲
0　
5
︲
1
1
6
5
）に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

●
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合

要�

件
…
第
一
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な

ど
）と
し
て
三
年
以
上
保
険
料
を
納
付

し
た
方
が
、
年
金
を
受
給
し
な
い
ま
ま

死
亡
し
た
場
合

対�

象
…
要
件
を
満
た
す
方
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
遺
族

●
寡
婦
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合

要�

件
…
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保
険

料
納
付
済
み
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間

の
合
計
が
二
十
五
年
以
上
あ
る
夫
が
、

年
金
を
受
給
し
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
場

合

対�

象
…
要
件
を
満
た
す
夫
と
十
年
以
上
婚

姻
期
間
が
あ
っ
た
妻

支�

給
期
間
…
妻
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
最
長
五
年
間

＊
遺
族
基
礎
年
金
が
請
求
で
き
る
場
合

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
向
け
融
資

商
工
振
興
課
L
2
2
4
︲
5
9
3
4

　

市
内
の
中
小
企
業
に
、
事
業
経
営
に
必

要
な
設
備
資
金
や
運
転
資
金
の
融
資
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
一
部
対
象
と
な
ら
な
い

業
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
に
は
、
取
扱
金
融
機
関
の
事

前
調
査
が
必
要
で
す
。

①�

特
別
小
口
無
担
保
無
保
証
人
融
資
・
中

小
企
業
一
般
貸
付
融
資

　

限
度
額
千
二
百
五
十
万
円
以
内
。

②
中
小
企
業
中
口
事
業
資
金
融
資

　

限
度
額
三
千
万
円
以
内
。

③
中
小
企
業
認
証
等
取
得
資
金
融
資

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の
認
証
取
得
資
金
が
必
要

な
事
業
主
。

④
新
規
創
業
者
支
援
資
金
融
資

　

市
内
で
創
業
し
よ
う
と
す
る
方
。

⑤
法
人
経
営
強
化
資
金
融
資

　

ス
ピ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
法
人
事

業
主
。

⑥
小
規
模
企
業
者
セ
ー
フ
テ
ィ
融
資

　

限
度
額
五
百
万
円
以
内
。
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病
児
・
病
後
児
保
育
の
登
録

保
育
課
L
2
2
4
︲
5
8
2
7

こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

　

次
の
①
～
④
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

場
合
、
病
気
ま
た
は
病
気
回
復
期
の
お
子

さ
ん
を
施
設
で
看
護
師
・
保
育
士
等
が
一

時
的
に
お
預
か
り
す
る
病
児
・
病
後
児
保

育
を
利
用
で
き
ま
す
。

①�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
2
か
月
児
か
ら

小
学
3
年
生
ま
で

②�

児
童
が
、
病
気
ま
た
は
病
気
回
復
期
の

状
態

③�

医
師
が
「
保
育
室
の
利
用
が
可
能
」
と

判
断

④�

仕
事
・
病
気
・
事
故
な
ど
で
、
保
護
者

が
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す

　

児
童
の
感
染
症
歴
や
予
防
接
種
歴
を
事

前
に
確
認
す
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
登
録

が
必
要
で
す
。
平
成
24
年
度
の
登
録
は
3

月
1
日
㈭
か
ら
、
保
育
課（
本
庁
舎
二
階
）

で
受
け
付
け
ま
す
。
登
録
書
は
、保
育
課
、

市
内
の
保
育
園
・

幼
稚
園
・
学
童
保

育
室
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

利
用
案
内

実�

施
施
設

　

 

育
児
サ
ポ
ー
ト　

ア
イ
ア
イ（
古
谷
上
・

愛
和
病
院
内
L
2
3
5
︲
8
9
2
6
）▼

み
つ
い
キ
ッ
ズ
ケ
ア（
松
江
町
一
丁
目
・

三
井
病
院
南
側
L
2
9
0
︲
5
5
5
1
）

利�

用
時
間
…
午
前
8
時
～
午
後
6
時（
日

曜
日
、
祝
・
休
日
を
除
く
）

定�

員
…
各
三
人（
病
状
で
判
断
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

利�

用
料
金
…
一
日
二
千
円（
生
活
保
護
世

帯
・
前
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無

料
）

＊
飲
食
物
費
や
医
療
費
な
ど
が
別
途
か
か

り
ま
す
。

やってみませんか？
　　　　　　　集団回収

資源循環推進課L239ー6267

■集団回収優良団体を表彰しました
　2月3日、平成23年度集団回収優良団体表彰

式が行われ、川合善明市長から感謝状と記念品

が贈られました。今年度の受賞団体は、諏訪町

子ども会育成会、松なみ子ども会育成会、広谷

新町育成会、田町子ども会育成会、岸町3丁目

自治会、かわつる三芳野団地自治会、寺尾中学

校ＰＴＡ、高階中学校教育振興会の8団体です。

　集団回収を継続していくことで、ごみの減量・

資源化が図られるだけでなく、地域の活性化に

もつながります。今後も、市民の皆さんのご協

力をお願いします。

■集団回収説明会を実施します
　集団回収を実施している団体や、これから始

めてみたいと考えている団体は、説明会にお越

しください。なお、現在登録している団体には、

事前に代表者あてに通知します。当日直接会場。

日�時…3月17日㈯・18日㈰、午前10時～・午

後2時～

会場…環境プラザ（つばさ館）

■集団回収事業報償金の申請受け付け
　1月1日から3月31日までに実施した、集団

回収実績に対する報償金申請を受け付けます。

受付期間…4月2日㈪～13日㈮

受�付場所…資源循環推進課（資源化センター内）

提�出書類…集団回収報償金交付申請書・集団回

収実施報告書

電子申請・届出サービスをご利用ください

　電子申請・届出サービスは、24時間365日、自宅
などのパソコンからインターネットを利用して川越市
や他の市町村、埼玉県などに各種申請や届出をするこ
とができるサービスです。
　これまで電子署名を必要とする手続きが主なもので
したが、電子署名を必要としない要介護高齢者手当受
給資格認定申請や自動車税住所変更届などの手続きを
することもできます。
　また、市が主催する各種イベントや講座などの申込

みも今後増やしていく予定です。詳しくは、市ホーム
ページ＞電子窓口サービス＞電子申請・届出サービス
窓口、でご確認ください。 川越市　電子申請 検索

電子申請・届出サービスを利用するために必要なもの
●インターネットに接続できるパソコン
●電子メールアドレス（携帯電話は不可）
●電子署名が必要な手続きの場合、公的個人認証サー
ビスによる電子証明書とＩＣカードリーダーライタ

情報統計課L224－5561
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●特別弔慰金の請求はお済みですか？　福祉推進課L224－5769
　�戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第9回特別弔慰金）の請求は、4月2日㈪で受け付け終了となります。請求期間を過ぎる
と権利が消滅し受給できなくなります。請求方法など、詳しくはお尋ねください。

●平成23年分の所得税・贈与税の申告はお早めに　川越税務署L235－9411
　�申告期限の3月15日㈭間近は混み合います。早めに申告しましょう。記載済みの申告書は、必要書類と一緒に郵送できます。
●国保の人間ドックを受診しましたか？　国民健康保険課管理賦課担当L224－5833
　�平成23年度の国民健康保険予防検診（人間ドック）の受検票では、4月以降に受診することはできません。

　

平
成
24
年
2
月
8
日
付
け
で
、
次
の
方
が
川
越
市
農
業
委
員
会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
委
員
に
は
、
今
後
三
年
間
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
、
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と

経
営
の
確
立
と
い
う
重
要
な
仕
事
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
事
務
局
L
2
2
4
︲
6
1
3
4

（
敬
称
略
・
総
会
議
席
順
）

須
賀
庄
次
郎

宮
下
町
一
丁
目
一
七
︲
二

細
野
稔

南
田
島
五
八
五

大
塚
覚

下
広
谷
二
六
四

横
山
肇

大
袋
新
田
八
〇
五

小
倉
元
司

仙
波
町
三
丁
目
七
︲
六

小
林
英
男

並
木
八
六
九

堅
木
元
美

的
場
五
〇
三

沢
田
喜
一
郎

藤
間
九
七
六

木
村
勇
一

大
袋
新
田
三
一
一

長
澤
一
雄

鴨
田
六
三
一

澤
田
勇
夫

菅
間
七
二
六

久
保
啓
一

藤
倉
三
三
三

飯
野
浩

今
福
八
八
一

府
川
又
七

山
田
一
五
五
五

泉
名
弘
文

久
下
戸
三
六
三
三

小
林
薫

今
成
二
丁
目
五
︲
六

大
野
均

谷
中
三

田
村
肇
孝

平
塚
八
七

石
川
秀
夫

中
福
五
七
六

川
口
知
子

豊
田
本
一
八
六
八
︲
一

内
田
勇

小
ケ
谷
五
九
三

瀧
澤
光
昭

池
辺
八
二
九

三
上
孝
平

八
ツ
島
三
五
七

沼
野
長
男

古
谷
上
四
一
八
六

川
村
隆
雄

下
赤
坂
九

江
田
晴
夫

上
老
袋
四
七
二
︲
一

岡
田
武
司

増
形
四
〇
四

大
泉
一
夫

仙
波
町
一
丁
目
一
〇
︲
七

大
室
丈
夫

笠
幡
二
二
九
︲
一

12月のごみ処理状況の

お知らせ

資源循環推進課L239－6267

＊処理費は、昨年度最終処分するまでにかかった経
費を基に算出

上段：排出量
下段：処理費（概算額）

全体のごみ
9,460.00t

4億2,603万5千円

定時収
集可燃
ごみ

月合計
5,516.53t

2億4,714万5千円

1人当たり
16.00㎏

717.19円

4月からの
累積

46,699.96t
20億1,963万5千円

　廃棄二輪車の適正な回収・リサイクルを目的
とした二輪車メーカーと輸入事業者による自主
的な取り組みである「二輪車リサイクルシステ
ム」が昨年10月1日に改訂されました。これ
により、バイクを廃棄する際に必要だったリサ
イクル料金が無料になりました。
問�い合わせ…二輪車リサイクルコールセンター

L03－3598－8075（午前9時30分～午後
5時、土・日曜日と祝・休日、年末年始を除く）

ごみ処理トピックス

今年の「ごみゼロ運動」
　日程は、	 　		5月27日㈰
	 　10月28日㈰　　です。
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　市長と市民が直接対話し、市民の立場に立った公正・公平な

市政運営に生かすことを目的としたタウンミーティングを開催

しています。

　今年度は、各種団体それぞれの立場から意見や提案をいただ

く場として10回開催。250人の方に参加していただきました。

平成24年度は、各地区ごとを対象に、引き続き開催します。

タウンミーティングの報告をします 広聴課L224－5011

＊これまでに開催したタウンミーティングの報告書は、市ホームページや出張所・図書館で閲覧できます。

開催回 開催日 対象者 テーマ 参加人数
第 1 回 5 月 24 日 老人福祉施設運営者 老人福祉施設の現状 24 人
第 2 回 7 月 12 日 スポーツ団体 川越市のスポーツ振興 29 人
第 3 回 7 月 21 日 文化団体 川越市の文化振興 26 人
第 4 回 8 月 04 日 女性団体 男女共同参画の現状と将来について 25 人
第 5 回 8 月 24 日 理美容関係者 理美容関係者から見た川越 24 人
第 6 回 10 月 03 日 青少年団体 未来を担う青少年の健全育成 31 人
第 7 回 10 月 18 日 商業団体 商店街の活性化・にぎわいの創造 19 人
第 8 回 10 月 25 日 工業団体 川越市の工業 19 人
第 9 回 11 月 16 日 民生委員・児童委員 地域における福祉活動について 37 人

第 10 回 11 月 21 日 旅行業者・旅館業者 「また訪ねたい街・川越」に向けて 16 人

平成23年度に開催したタウンミーティング

緑を守るために⑥　坂戸市の取り組み
坂戸市環境政策課L283－1331

　坂戸市の西の端に位置する「城
しろ やま

山」の標高は
113.4ｍ、丘陵地的な立体感を持っており、ここ
には市内で唯一といえる面積が約40ha のまとま
った樹林地があります。西側をＪＲ八高線、南側
には県内有数の清流である高

こ

麗
ま

川が流れ、特にこ
の高麗川の清流の背景となる南側から見た城山の
斜面は、坂戸市を代表する景観を形成しています。
　山頂付近は、中世（戦国時代）に築かれた多

た

和
わ

目
め

城跡が埼玉県選定重要遺跡として残り、戦国の世
に思いをはせることができます。また、高麗川の
ほとりを歩き、自然とのふれあいを通して、心と
身体の健康づくりを目指す、「高麗川ふるさと遊
歩道」が整備され、城山はその遊歩道の起点とも
なっていることから、ウォーキングや自然散策の
場として、地域の方だけでなく、多くの人に親し
まれています。
　その城山を守り育てようと坂戸市は、㈳埼玉県
トラック協会と㈳埼玉県農林公社とで三者協定を
締結し、緑と花と清流に包まれた美しいふるさと
づくりを目指し、平成19年度と同20年度に「城
山の森」づくりを進めました。区域の所有者の方々

の協力を得て32ha を整備区域とし、灌
かん

木
ぼく

類・枯
こ

損
そん

木
ぼく

等の整理を実施して森林の健全な育成を図る
とともに、貴重な動植物の保全に配慮して、市民
が気軽に散策できるエリアとして整備しました。
　一度整備しても、手をかけなければ元の山に戻
ってしまいます。現在は、2つのボランティア団
体が下草刈りや講習会を兼ねた間伐などの活動を
して保全に努力しています。
　また、西坂戸自治会と城山小学校が協力し、手
作りで散策路の「道しるべ」を設置するなど、市
民に親しまれる樹林地へと変わりつつあります。

下草刈りの様子下草刈りの様子

＊この記事は、埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（レインボー協議会）を構成する7市町が行う、自然と調和した都市圏
の形成を目指した取り組みを紹介しています。
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市
民
課
窓
口
担
当
L
2
2
4
︲
5
7
4
2

年
度
替
り
の
時
期
は
窓
口
が
混
み
あ
い
ま
す

　

3
月
中
旬
か
ら
4
月
上
旬
の
年
度
替
わ
り
の
時
期
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
の
届
け

出
が
多
く
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課
や
南
連
絡
所（
ア
ト
レ
一
階
）は
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
住
民
票
や
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
は
、
お
近
く
の
出
張
所
や
連
絡
所
で
も

受
け
付
け
で
き
ま
す
。
出
張
所
や
連
絡
所
の
場
所
は
、
川
越
市
民
の
し
お
り
三
十
一

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
本
川
越
駅
証
明
セ
ン
タ
ー
で
は
、
証
明
書
の
発
行
の
み
受
け
付
け
で
き
ま
す
。
転

入
・
転
出
等
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

3
月
の
土
曜
開
庁
日
は
、
10
日
㈯
・
24
日
㈯
で
す
。

第
２
・
第
４
土
曜
日
は
開
庁
し
て
い
ま
す

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
取
り
扱
い
業
務
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

開
庁
時
間
…
午
前
8
時
30
分
～
正
午

開
庁
場
所
…
市
民
課（
本
庁
舎
一
階
）・
収
税
課（
本
庁
舎
二
階
）・
南
連
絡
所

　

開
庁
窓
口

　

取
り
扱
い
業
務

市
民
課

南
連
絡
所

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
、
転
入
・
転
出
・
転
居
・
印
鑑
登
録
に
関
す
る

手
続
き
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
全
部（
個
人
）事
項
証
明（
戸
籍
謄〈
抄
〉

本
）の
交
付

＊
外
国
人
登
録
に
関
す
る
手
続
き
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
電
子
証

明
書
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

課
税
・
所
得
・
非
課
税
証
明
書
の
交
付

＊
営
業
証
明
書
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
証
明
書
の
交
付

固
定
資
産
税
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付

＊
住
宅
用
家
屋
証
明
書
、
固
定
資
産
家
屋
課
税
台
帳
登
録
証
明
書（
所

在
証
明
）の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

収
税
課

市
税（
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
）の
納
付
、
納
税
証
明
書
の
交
付
、
納

付
書
の
再
発
行
、
納
税
相
談

実行委員会主催の 記念事業が決まりました
　今年は市制施行90周年。「ともに歩む未来へ　かわごえ90」をテーマに、実行委員会、各種団体、市それぞ
れが主体となってさまざまな記念事業を実施します。そのうち、実行委員会では、下記のような事業を予定し
ています。各事業の応募方法などは、今後の広報川越や市ホームページでお知らせします。

実施時期 事　業　名 内　　容

2月 高校生小説大賞　～糠
ぬ か  ぼ し

星の輝き～
市内の高校生を対象とした小説コンクール。優秀作品を冊子にまと
めます。作品は、9月10日㈪まで募集しています。小説の書き方講
座も併せて実施します。

4月 NHK のど自慢
ゲストは、北島三郎さんと小柳ルミ子さんです。予選会は4月14日㈯、
放送日は15日㈰。

5月
なでしこジャパン佐々木監督講演会

女子サッカーワールドカップで日本代表チームを優勝に導いた、
佐

さ

々
さ

木
き

則
の り

夫
お

監督による講演会。

「スポーツ」と「川越の食の魅力」を楽
しもう

㈳川越青年会議所との連携事業。子どもたちは、フットサルやキッ
ズダンスで交流。また、川越ならではの食の魅力を発見します。

7月 子ども大学かわごえ特別公開授業
NPO 法人子ども大学かわごえと連携した特別公開授業。映像を交
えてスカイツリーの秘密を探ります。併せて音楽イベントを開催。

8月
JAXA タウンミーティング＆コズミッ
クカレッジ

JAXA（宇宙航空研究開発機構）の研究者などによる宇宙に関する話
と意見交換。子どもたちを対象にした、科学の不思議や楽しさに触
れるコズミックカレッジも開催。

12月 ベートーベン「交響曲第九番」演奏会 年末といえばベートーベンの「第九」。市民による演奏と合唱です。

＊上記のほか、今後のまちづくりに向けたシンポジウムなども予定しています。
＊5月以降に開催する事業については、変更になることがあります。

政策企画課L224－5503

かわごえ90


